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令和元年度第２回鳥取県立博物館協議会の概要について 
 

令和元年１２月２０日

博 物 館 

 

 標記協議会を開催しましたので、その概要等を下記のとおり報告します。 

 

記 
 
１ 日 時  令和元年 11 月 19 日（火）午後 1 時から午後 2 時 50 分まで 

２ 場 所  鳥取県立博物館会議室 

３ 議 題  ・平成３０年度博物館事業に係る決算について 

       ・令和元年度博物館事業の実施状況について 

・令和２年度博物館事業の事業計画案について 

・鳥取県立美術館整備の検討状況について 

・博物館資料収集基本方針について 

４ 主な意見 

（１）令和元年度博物館事業の実施状況について 

○「手塚治虫のメッセージ展」では家族連れが少なく個人での来館者が多いとの報告で

あったが、個人で楽しめる展示も良く、そのような企画展があっても良い。 

  ⇒自然分野の展示では（夏季休業中の子供の来館を意識して企画し）家族連れが多

かったが、今回は個人客が多くこれまでと異なった客層となっていたので、どう

いう客層にどれだけ浸透したかといった分析も必要だと感じた。 

〇黄檗展の内容は面白く良かったが、展示解説等の文字が小さく読みにくかった。文字

が多い場合でも読みやすくする工夫が必要。 

  ⇒じっくり解説を読まれる方もおられるので、そのような方を対象に解説は詳しく

書いているが、読みやすくする方法については今後工夫していきたい。 

○土方稲嶺展の國華展覧会図録賞受賞は全国的にも誇れる素晴らしい賞であり、館内に

紹介するコーナーを設けるなどもっとアピールが必要ではないか。 

  ⇒博物館のフェイスブック等を通じてＰＲしており、その後に図録の申込も来てい

るが、指摘も踏まえ館内での表示等のＰＲを行う。 

 

（２）令和２年度博物館事業の実施計画案について 

〇「バス利用による小学校招待事業」の回数増は学校にとってありがたい。学校独自で

は交通機関の問題や保護者負担のことがあり、実施が難しい状況にある。 

  ⇒美術館の開館に向けソフト面の工夫をしているところ。「美術を通じた学び」とし

て美術作品の鑑賞方法（対話型鑑賞授業等）も含めて学校で事前学習した上で博

物館に来ていただき実物を鑑賞していただいている。昨年度は５校今年度は１０

校分を予算化し実際は１４校で実施。さらに拡充していきたい。 

〇博物館に興味のない家庭も多いので、そうした方にも機会を提供してほしい。小学校

招待や博物館からのアウトリーチ事業等も増やして良いと思う。学芸員という仕事が

あることを子どもにわかることにもなる。子どもとの結びつきを大事にしてほしい。 

  ⇒最近、学童保育、子ども園、福祉関係の来館が増えてきており、そういったとこ



 
 

ろに目を向けないといけないと感じている。 

 

（３）鳥取県立美術館整備の検討状況について 

○事業者の応募はどの程度あったのか。 

⇒正式な提案書提出はこれからであり、入札前の段階であることから、説明会への

参加業者などは、現時点では説明できないので理解いただきたい。 

   〇文化財部局は知事部局の所管となったが、美術館は教育委員会が所管するのか。 

     ⇒法改正により、来年度から博物館・美術館等の施設は知事部局での所管が可能と

なったが、美術館設置条例の制定時点では教育委員会が所管していることから、

そのように規定している。 

 

（４）博物館資料収集基本方針について 

〇博物館にとって資料の収集は最重要の事項であり、収蔵庫の容量を勘案するような記

載があるが、この記載はふさわしくないのではないか。むしろ必要な収蔵庫を確保す

る方法を考えなければいけないのではないか。 

⇒その前段部分で適切な広さや環境での保管という言葉を入れているが、書きぶり

については再考する。 

〇収集方針を作成することは良いこと。自然分野では、鉱物や化石は実物を保存できる

が、植物は取ったら終わりとなるものもあり、実物標本だけではなく写真やデジタル

データとして残すことも考えていくべきである。 

⇒収集資料はすべてデジタルデータ化して登録しており、オープンにしている資料

も多い。今後は図書館、公文書等と共通システムでの資料のデジタルアーカイブ

化を図りインターネット上で閲覧できるようなシステム構築を検討している。 

⇒本日いただいた意見を館内で再検討し、次回協議会で最終案として示させていた

だきたい。 
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